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行
為
に
つ
い
て
は
、
特
別
な
理
由
が
あ

り
、
か
つ
、
庁
舎
等
の
管
理
上
特
に
支

障
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
当
該
行
為

を
許
可
で
き
る
。）
を
申
請
し
た
が
、

本
件
規
則
第
５
条
第
12
号
（
特
定
の
政

策
、
主
義
又
は
意
見
に
賛
成
し
、
又
は

反
対
す
る
目
的
で
個
人
又
は
団
体
で
威

力
又
は
気
勢
を
他
に
示
す
等
の
示
威
行

為
の
禁
止
（
以
下
「
本
件
規
定
」
と
い

う
。））
及
び
第
14
号
（
前
各
号
に
掲
げ

る
も
の
の
ほ
か
、
庁
舎
管
理
者
が
庁
舎

等
の
管
理
上
支
障
が
あ
る
と
認
め
る
行

為
の
禁
止
）
に
該
当
す
る
と
し
て
不
許

可
処
分
を
受
け
た
こ
と
に
つ
い
て
、
守

る
会
及
び
そ
の
関
係
者
ら
が
、
市
に
対

し
、
国
家
賠
償
法
第
１
条
第
１
項
に
基

づ
く
損
害
賠
償
を
求
め
た
。
原
審
は
、

守
る
会
ら
の
請
求
を
い
ず
れ
も
棄
却
し

た
第
一
審
判
決
を
支
持
し
て
、
控
訴
を

棄
却
し
た
。

最
高
裁
は
、以
下
の
と
お
り
判
示
し
、

守
る
会
ら
の
上
告
を
棄
却
し
た
。
た
だ

し
、
１
人
の
反
対
意
見
が
あ
る
。

（
１
）
本
件
規
則
第
５
条
第
14
号
は
、

概
括
的
に
「
庁
舎
等
の
管
理
上
支
障
が

あ
る
と
認
め
る
行
為
」
と
規
定
し
、
本

件
規
定
は
、
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
定
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損
害
賠
償
請
求
事
件

最
高
裁
判
所
第
三
小
法
廷　

令
和
５
年

２
月
21
日
判
決　

令
和
３
年
（
オ
）
第

１
６
１
７
号

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

原
審　

名
古
屋
高
等
裁
判
所
金
沢
支
部

　

令
和
３
年
９
月
８
日
判
決　

令
和
２

年
（
ネ
）
第
１
３
７
号

第
一
審　

金
沢
地
方
裁
判
所　

令
和
２

年
９
月
18
日
判
決　

平
成
29
年
（
ワ
）

第
４
６
９
号

上
告
棄
却

行
政
勝
訴

（
要
旨
）

石
川
県
憲
法
を
守
る
会
（
以
下
「
守

る
会
」
と
い
う
。）
が
、
金
沢
市
（
以

下「
市
」と
い
う
。）の
庁
舎
前
広
場（
以

下
「
本
件
広
場
」
と
い
う
。）
に
お
い

て「
憲
法
施
行
70
周
年
集
会
」（
以
下「
本

件
集
会
」と
い
う
。）を
開
催
す
る
た
め
、

市
庁
舎
等
管
理
規
則
（
以
下
「
本
件
規

則
」
と
い
う
。）
第
６
条
第
１
項
所
定

の
許
可
（
本
件
規
則
第
５
条
所
定
の
禁

止
行
為
の
う
ち
第
１
号
か
ら
第
７
号
の

め
る
趣
旨
の
規
定
で
あ
る
か
ら
、
本
件

規
定
は
、
所
定
の
目
的
に
よ
る
示
威
行

為
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
り
管
理
上
の

支
障
が
生
ず
る
も
の
を
掲
げ
て
い
る
も

の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
管
理

上
の
支
障
と
は
、
庁
舎
等
に
お
い
て
威

力
又
は
気
勢
を
他
に
示
す
な
ど
し
て
特

定
の
政
策
、
主
義
又
は
意
見
を
訴
え
る

示
威
行
為
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

市
の
外
見
上
の
政
治
的
中
立
性
が
損
な

わ
れ
公
務
の
円
滑
な
遂
行
が
確
保
さ
れ

な
く
な
る
こ
と
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

（
２
）
憲
法
第
21
条
第
１
項
の
集
会

の
自
由
は
、
民
主
主
義
社
会
で
の
重
要

な
基
本
的
人
権
の
一
つ
と
し
て
特
に
尊

重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
公
共

の
福
祉
に
よ
る
必
要
か
つ
合
理
的
な
制

限
を
受
け
、制
限
が
是
認
さ
れ
る
か
は
、

制
限
が
必
要
と
さ
れ
る
程
度
と
、
制
限

さ
れ
る
自
由
の
内
容
及
び
性
質
、
こ
れ

に
加
え
ら
れ
る
具
体
的
制
限
の
態
様
及

び
程
度
等
を
較
量
し
て
決
め
る
の
が
相

当
で
あ
る
。

（
３
）
庁
舎
（
敷
地
を
含
む
。）
は
、

主
に
公
務
の
用
に
供
す
る
た
め
の
施
設

で
あ
り
、
庁
舎
等
に
お
い
て
、
政
治
的

な
対
立
が
み
ら
れ
る
論
点
に
つ
い
て
集
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第
１　

事
案
の
概
要

１　

本
件
は
、
上
告
人
石
川
県
憲
法

を
守
る
会
（
以
下
「
上
告
人
守
る
会
」

と
い
う
。）
が
、
金
沢
市
長
の
管
理
に

属
す
る
金
沢
市
庁
舎
前
広
場（
以
下「
本

件
広
場
」
と
い
う
。）
に
お
い
て
「
憲

法
施
行
70
周
年
集
会
」（
以
下
「
本
件

集
会
」
と
い
う
。）
を
開
催
す
る
た
め
、

金
沢
市
庁
舎
等
管
理
規
則
（
平
成
23
年

金
沢
市
規
則
第
55
号
。
以
下
「
本
件
規

則
」
と
い
う
。）
６
条
１
項
所
定
の
許

可
を
申
請
し
た
と
こ
ろ
、
同
市
長
か
ら

不
許
可
処
分
を
受
け
た
こ
と
に
つ
い

て
、
上
告
人
守
る
会
及
び
そ
の
関
係
者

で
あ
る
そ
の
余
の
上
告
人
ら
が
、
被
上

告
人
に
対
し
、
国
家
賠
償
法
１
条
１
項

に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
求
め
る
事
案
で

あ
る
。

２　

本
件
に
関
係
す
る
本
件
規
則
の

定
め
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

本
件
規
則
は
、
庁
舎
等
の
管
理
に
関

し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ

り
、
庁
舎
等
の
保
全
及
び
秩
序
の
維
持

を
図
り
、
も
っ
て
公
務
の
円
滑
な
遂
行

に
資
す
る
こ
と
を
そ
の
目
的
と
す
る
旨

規
定
し
た
上
で
（
１
条
）、
本
件
規
則

に
お
い
て
「
庁
舎
等
」
と
は
、
被
上
告

人
の
事
務
又
は
事
業
の
用
に
供
す
る
建

物
及
び
そ
の
附
属
施
設
並
び
に
こ
れ
ら

の
敷
地
（
直
接
公
共
の
用
に
供
す
る
も

の
を
除
く
。）
で
、
金
沢
市
長
の
管
理

に
属
す
る
も
の
を
い
う
旨
規
定
す
る

（
２
条
）。

本
件
規
則
５
条
は
、
何
人
も
、
庁
舎

等
に
お
い
て
、
同
条
各
号
に
掲
げ
る
行

為
を
し
て
は
な
ら
な
い
旨
規
定
し
て
お

り
、
同
条
２
号
は
、
拡
声
器
を
使
用
す

る
等
け
ん
騒
な
状
態
を
作
り
出
す
行
為

を
、
同
条
３
号
は
、
旗
、
の
ぼ
り
、
プ

ラ
カ
ー
ド
、
立
看
板
等
を
持
ち
込
む
行

為
を
、同
条
12
号
（
以
下
「
本
件
規
定
」

と
い
う
。）
は
、
特
定
の
政
策
、
主
義

又
は
意
見
に
賛
成
し
、
又
は
反
対
す
る

目
的
で
個
人
又
は
団
体
で
威
力
又
は
気

勢
を
他
に
示
す
等
の
示
威
行
為
を
、
同

条
14
号
は
、
同
条
１
号
か
ら
13
号
ま
で

に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
庁
舎
管
理
者

が
庁
舎
等
の
管
理
上
支
障
が
あ
る
と
認

め
る
行
為
を
そ
れ
ぞ
れ
掲
げ
る
。
も
っ

と
も
、
本
件
規
則
６
条
１
項
は
、
庁
舎

管
理
者
は
、
本
件
規
則
５
条
１
号
か
ら

７
号
ま
で
に
掲
げ
る
行
為
に
つ
い
て
、

被
上
告
人
の
事
務
又
は
事
業
に
密
接
に

関
連
す
る
等
特
別
な
理
由
が
あ
り
、
か

【
関
連
法
規
】	

憲
法
第
21
条
第
１
項	

金
沢
市
庁
舎
管
理
規
則

【
参
考
判
例
】	

最
高
裁
判
所
大
法
廷　

昭
和
28
年
12
月
23
日
判

決　

昭
和
27
年
（
オ
）

第
１
１
５
０
号
（
民
集

７
巻
13
号
１
５
６
１

頁
）

最
高
裁
判
所
大
法
廷　

平
成
４
年
７
月
１
日
判

決　

昭
和
61
年（
行
ツ
）

第
11
号
（
民
集
46
巻
５

号
４
３
７
頁
等
）

判
　
　
　
決

〔
主　
　
　

文
〕

本
件
上
告
を
棄
却
す
る
。

上
告
費
用
は
上
告
人
ら
の
負
担
と
す

る
。

〔
理　
　
　

由
〕

上
告
人
兼
上
告
代
理
人
岩
淵
正
明
ほ

か
の
上
告
理
由
に
つ
い
て

会
等
が
開
催
さ
れ
、
威
力
又
は
気
勢
を

他
に
示
す
な
ど
し
て
特
定
の
政
策
等
を

訴
え
る
示
威
行
為
が
行
わ
れ
る
と
、
そ

の
外
形
的
な
状
況
を
通
じ
て
、
あ
た
か

も
市
が
特
定
の
立
場
の
者
を
利
し
て
い

る
か
の
よ
う
な
外
観
が
生
じ
、
外
見
上

の
政
治
的
中
立
性
に
疑
義
が
生
じ
て
行

政
に
対
す
る
住
民
の
信
頼
が
損
な
わ

れ
、
ひ
い
て
は
公
務
の
円
滑
な
遂
行
が

確
保
さ
れ
な
く
な
る
支
障
が
生
じ
得

る
。
本
件
規
定
は
、
上
記
支
障
を
生
じ

さ
せ
な
い
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

で
、
そ
の
目
的
は
合
理
的
で
あ
り
正
当

で
あ
る
。

ま
た
、
条
件
付
加
や
市
の
事
後
的
な

弁
明
等
に
よ
り
、
上
記
支
障
が
生
じ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
性
質
上
困
難
で

あ
る
一
方
、
他
の
集
会
等
の
用
に
供
す

る
こ
と
が
本
来
の
目
的
に
含
ま
れ
る
公

の
施
設
等
を
利
用
す
る
こ
と
は
妨
げ
ら

れ
ず
、
本
件
規
定
に
よ
る
集
会
の
自
由

に
対
す
る
制
限
の
程
度
は
限
定
的
で
あ

る
。本

件
広
場
に
お
け
る
集
会
に
係
る
行

為
に
対
し
本
件
規
定
を
適
用
す
る
こ
と

が
憲
法
第
21
条
第
１
項
に
違
反
す
る
も

の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
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つ
、
庁
舎
等
の
管
理
上
特
に
支
障
が
な

い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
行
為
を
許

可
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
規
定
し
、
本

件
規
則
６
条
４
項
は
、
上
記
許
可
を
受

け
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
所

定
の
様
式
に
よ
る
申
請
書
を
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
規
定
す
る
。

３　

原
審
の
適
法
に
確
定
し
た
事
実

関
係
等
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。（

１
）
本
件
広
場
は
、
被
上
告
人
の

本
庁
舎
に
係
る
建
物
の
敷
地
の
一
部
で

あ
り
、
当
該
建
物
の
す
ぐ
北
側
に
位
置

し
て
い
る
。
ま
た
、
本
件
広
場
は
、
壁

や
塀
で
囲
わ
れ
て
い
な
い
南
北
約
60
ｍ
、

東
西
約
50
ｍ
の
平
ら
な
広
場
で
あ
り
、

そ
の
北
側
及
び
東
側
は
道
路
に
接
し
て

い
る
。

本
件
広
場
に
お
い
て
は
、
本
件
規
則

６
条
１
項
所
定
の
許
可
が
さ
れ
た
上

で
、
国
際
交
流
団
体
の
活
動
紹
介
を
内

容
と
す
る
行
事
や
音
楽
祭
の
ほ
か
、
原

水
爆
禁
止
を
訴
え
る
趣
旨
の
集
会
が
開

催
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
上
告
人
守
る

会
自
身
も
、
令
和
元
年
11
月
及
び
同
２

年
５
月
に
は
、
本
件
規
定
に
該
当
す
る

行
為
を
し
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
同

る
。
そ
し
て
、
本
件
規
定
が
「
特
定
の

政
策
、
主
義
又
は
意
見
に
賛
成
し
、
又

は
反
対
す
る
目
的
」
に
よ
る
示
威
行
為

を
禁
止
し
て
い
る
こ
と
に
照
ら
す
と
、

上
記
管
理
上
の
支
障
と
は
、
被
上
告
人

の
公
務
の
用
に
供
さ
れ
る
庁
舎
等
に
お

い
て
威
力
又
は
気
勢
を
他
に
示
す
な
ど

し
て
特
定
の
政
策
、主
義
又
は
意
見（
以

下
「
政
策
等
」
と
い
う
。）
を
訴
え
る

示
威
行
為
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

被
上
告
人
に
つ
い
て
、
外
見
上
の
政
治

的
中
立
性
が
損
な
わ
れ
公
務
の
円
滑
な

遂
行
（
本
件
規
則
１
条
参
照
）
が
確
保

さ
れ
な
く
な
る
と
の
支
障
を
い
う
も
の

と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

２
（
１
）
所
論
は
、
本
件
広
場
に
お

け
る
集
会
に
係
る
行
為
に
対
し
本
件
規

定
を
適
用
す
る
こ
と
が
集
会
の
自
由
を

侵
害
し
、
憲
法
21
条
１
項
に
違
反
す
る

旨
を
い
う
も
の
と
解
さ
れ
る
。

（
２
）
ア　

憲
法
21
条
１
項
の
保
障

す
る
集
会
の
自
由
は
、
民
主
主
義
社
会

に
お
け
る
重
要
な
基
本
的
人
権
の
一
つ

と
し
て
特
に
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
で
あ
る
が
、
公
共
の
福
祉
に

よ
る
必
要
か
つ
合
理
的
な
制
限
を
受
け

る
こ
と
が
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な

項
所
定
の
許
可
を
受
け
た
上
で
、
本
件

広
場
に
お
い
て
、
本
件
集
会
と
は
異
な

る
規
模
、
態
様
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
護

憲
集
会
を
開
催
し
て
い
る
。

（
２
）
上
告
人
守
る
会
は
、
平
成
29

年
３
月
31
日
、
憲
法
（
特
に
９
条
）
を

守
る
な
ど
の
目
的
で
本
件
広
場
に
お
い

て
本
件
集
会
を
開
催
す
る
た
め
に
、
本

件
規
則
６
条
１
項
所
定
の
許
可
を
申
請

し
た
と
こ
ろ
、
金
沢
市
長
は
、
同
年
４

月
14
日
、
本
件
規
定
に
該
当
し
庁
舎
等

の
管
理
上
の
支
障
が
あ
る
な
ど
と
し
て

不
許
可
処
分
を
し
た
。

第
２　

上
告
理
由
第
３
の
２
及
び
３

に
つ
い
て

１　

本
件
規
則
５
条
14
号
は
、
庁
舎

等（
本
件
規
則
に
い
う
庁
舎
等
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）
に
お
け
る
禁
止
行
為
に

つ
い
て
、
概
括
的
に
「
庁
舎
等
の
管
理

上
支
障
が
あ
る
と
認
め
る
行
為
」
と
規

定
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
本
件
規
定
は
、

そ
の
内
容
を
具
体
的
に
定
め
る
趣
旨
の

規
定
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
そ
う
す
る

と
、
本
件
規
定
は
、
所
定
の
目
的
に
よ

る
示
威
行
為
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
り

管
理
上
の
支
障
が
生
ず
る
も
の
を
掲
げ

て
い
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ

い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
自
由
に
対

す
る
制
限
が
必
要
か
つ
合
理
的
な
も
の

と
し
て
是
認
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
制

限
が
必
要
と
さ
れ
る
程
度
と
、
制
限
さ

れ
る
自
由
の
内
容
及
び
性
質
、
こ
れ
に

加
え
ら
れ
る
具
体
的
制
限
の
態
様
及
び

程
度
等
を
較
量
し
て
決
め
る
の
が
相
当

で
あ
る
（
最
高
裁
昭
和
61
年
（
行
ツ
）

第
11
号
平
成
４
年
７
月
１
日
大
法
廷
判

決
・
民
集
46
巻
５
号
４
３
７
頁
等
参
照
）。

イ　

本
件
規
定
を
含
む
本
件
規
則

は
、
金
沢
市
長
の
庁
舎
管
理
権
に
基
づ

き
制
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
こ

ろ
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
庁
舎
（
そ

の
建
物
の
敷
地
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）

は
、
公
務
の
用
に
供
さ
れ
る
過
程
に
お

い
て
、
住
民
等
に
よ
り
利
用
さ
れ
る
場

面
も
想
定
さ
れ
、
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え

た
上
で
維
持
管
理
が
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
普
通
地
方
公
共

団
体
の
庁
舎
は
、
飽
く
ま
で
も
主
に
公

務
の
用
に
供
す
る
た
め
の
施
設
で
あ
っ

て
、
そ
の
点
に
お
い
て
、
主
に
一
般
公

衆
の
共
同
使
用
に
供
す
る
た
め
の
施
設

で
あ
る
道
路
や
公
園
等
の
施
設
と
は
異

な
る
。

こ
の
よ
う
な
普
通
地
方
公
共
団
体
の
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庁
舎
の
性
格
を
踏
ま
え
、
上
記
ア
の
観

点
か
ら
較
量
す
る
に
、
公
務
の
中
核
を

担
う
庁
舎
等
に
お
い
て
、
政
治
的
な
対

立
が
み
ら
れ
る
論
点
に
つ
い
て
集
会
等

が
開
催
さ
れ
、
威
力
又
は
気
勢
を
他
に

示
す
な
ど
し
て
特
定
の
政
策
等
を
訴
え

る
示
威
行
為
が
行
わ
れ
る
と
、
金
沢
市

長
が
庁
舎
等
を
そ
う
し
た
示
威
行
為
の

た
め
の
利
用
に
供
し
た
と
い
う
外
形
的

な
状
況
を
通
じ
て
、
あ
た
か
も
被
上
告

人
が
特
定
の
立
場
の
者
を
利
し
て
い
る

か
の
よ
う
な
外
観
が
生
じ
、
こ
れ
に
よ

り
外
見
上
の
政
治
的
中
立
性
に
疑
義
が

生
じ
て
行
政
に
対
す
る
住
民
の
信
頼
が

損
な
わ
れ
、
ひ
い
て
は
公
務
の
円
滑
な

遂
行
が
確
保
さ
れ
な
く
な
る
と
い
う
支

障
が
生
じ
得
る
。
本
件
規
定
は
、
上
記

支
障
を
生
じ
さ
せ
な
い
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
目
的
は
合

理
的
で
あ
り
正
当
で
あ
る
。

ま
た
、
上
記
支
障
は
庁
舎
等
に
お
い

て
上
記
の
よ
う
な
示
威
行
為
が
行
わ
れ

る
と
い
う
状
況
そ
れ
自
体
に
よ
り
生
じ

得
る
以
上
、
当
該
示
威
行
為
を
前
提
と

し
た
何
ら
か
の
条
件
の
付
加
や
被
上
告

人
に
よ
る
事
後
的
な
弁
明
等
の
手
段
に

よ
り
、
上
記
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に

本
庁
舎
に
係
る
建
物
の
付
近
に
位
置
し

て
こ
れ
と
一
体
的
に
管
理
な
い
し
利
用

さ
れ
て
い
る
以
上
、
本
件
広
場
に
お
い

て
、
政
治
的
な
対
立
が
み
ら
れ
る
論
点

に
つ
い
て
集
会
等
が
開
催
さ
れ
、
威
力

又
は
気
勢
を
他
に
示
す
な
ど
し
て
特
定

の
政
策
等
を
訴
え
る
示
威
行
為
が
行
わ

れ
た
場
合
に
も
、
金
沢
市
長
が
庁
舎
等

の
一
部
で
あ
る
本
件
広
場
を
そ
う
し
た

示
威
行
為
の
た
め
の
利
用
に
供
し
た
と

い
う
外
形
的
な
状
況
を
通
じ
て
、
あ
た

か
も
被
上
告
人
が
特
定
の
立
場
の
者
を

利
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
外
観
が
生
ず

る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
ま
た
、
上

記
実
情
は
、
金
沢
市
長
が
庁
舎
管
理
権

の
行
使
と
し
て
、
庁
舎
等
の
維
持
管
理

に
支
障
が
な
い
範
囲
で
住
民
等
の
利
用

を
禁
止
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
の
結

果
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
り
庁
舎
等
の

一
部
と
し
て
の
本
件
広
場
の
性
格
そ
れ

自
体
が
変
容
す
る
も
の
で
は
な
い
。

（
３
）
し
た
が
っ
て
、
本
件
広
場
に

お
け
る
集
会
に
係
る
行
為
に
対
し
本
件

規
定
を
適
用
す
る
こ
と
が
憲
法
21
条
１

項
に
違
反
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
は
で

き
な
い
。

以
上
は
、当
裁
判
所
大
法
廷
判
決（
最

高
裁
昭
和
27
年
（
オ
）
第
１
１
５
０
号

同
28
年
12
月
23
日
大
法
廷
判
決
・
民
集

７
巻
13
号
１
５
６
１
頁
、
前
掲
最
高
裁

平
成
４
年
７
月
１
日
大
法
廷
判
決
）
の

趣
旨
に
徴
し
て
明
ら
か
と
い
う
べ
き
で

あ
る
。
所
論
の
引
用
す
る
最
高
裁
平
成

元
年
（
オ
）
第
７
６
２
号
同
７
年
３
月

７
日
第
三
小
法
廷
判
決
・
民
集
49
巻
３

号
６
８
７
頁
は
、
事
案
を
異
に
し
、
本

件
に
適
切
で
な
い
。

３　

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
説
示
し

た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
本
件
規
定
は
、

不
明
確
な
も
の
と
も
、
過
度
に
広
汎
な

規
制
で
あ
る
と
も
い
え
な
い
。

４　

以
上
の
次
第
で
、
論
旨
は
採
用

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
３　

そ
の
余
の
上
告
理
由
に
つ
い

て
論
旨
は
、
違
憲
を
い
う
が
、
そ
の
実

質
は
事
実
誤
認
又
は
単
な
る
法
令
違
反

を
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
民
訴
法

３
１
２
条
１
項
及
び
２
項
に
規
定
す
る

事
由
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
。

よ
っ
て
、
裁
判
官
宇
賀
克
也
の
反
対

意
見
が
あ
る
ほ
か
、
裁
判
官
全
員
一
致

の
意
見
で
、主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。

裁
判
官
宇
賀
克
也
の
反
対
意
見
は
、

す
る
こ
と
は
性
質
上
困
難
で
あ
る
。
他

方
で
、
本
件
規
定
に
よ
り
禁
止
さ
れ
る

の
は
、
飽
く
ま
で
も
公
務
の
用
に
供
さ

れ
る
庁
舎
等
に
お
い
て
所
定
の
示
威
行

為
を
行
う
こ
と
に
限
定
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
っ
て
、
他
の
場
所
、
特
に
、
集
会

等
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
本
来
の
目
的

に
含
ま
れ
て
い
る
公
の
施
設
（
地
方
自

治
法
２
４
４
条
１
項
、
２
項
参
照
）
等

を
利
用
す
る
こ
と
ま
で
妨
げ
ら
れ
る
も

の
で
は
な
い
か
ら
、
本
件
規
定
に
よ
る

集
会
の
自
由
に
対
す
る
制
限
の
程
度
は

限
定
的
で
あ
る
と
い
え
る
。

ウ　

そ
し
て
、
本
件
規
定
を
本
件
広

場
に
お
け
る
集
会
に
係
る
行
為
に
対
し

適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
上
記
イ
と
別

異
に
解
す
べ
き
理
由
も
見
当
た
ら
な
い

か
ら
、
上
記
場
合
に
お
け
る
集
会
の
自

由
の
制
限
は
、
必
要
か
つ
合
理
的
な
限

度
に
と
ど
ま
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。所

論
は
、
本
件
広
場
が
集
会
等
の
た

め
の
利
用
に
適
し
て
お
り
、
現
に
本
件

広
場
に
お
い
て
種
々
の
集
会
等
が
開
催

さ
れ
て
い
る
な
ど
の
実
情
が
存
す
る
な

ど
と
い
う
が
、
前
記
第
１
の
３
（
１
）

の
と
お
り
、
本
件
広
場
は
被
上
告
人
の



121◆自治体法務研究 2023・夏

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

私
は
、
多
数
意
見
の
第
２
と
意
見
を

異
に
す
る
の
で
、
私
見
を
述
べ
る
こ
と

と
し
た
い
。

１　

上
告
人
ら
の
上
告
理
由
第
３
の

２
及
び
３
に
つ
い
て

（
１
）
本
件
広
場
が
公
共
用
物
で
あ

る
こ
と
に
つ
い
て

多
数
意
見
は
、
本
件
広
場
が
本
件
規

則
に
お
い
て
庁
舎
等
の
一
部
に
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
と
の
理
解
を
前
提
と
し

て
、
本
件
を
庁
舎
等
の
管
理
の
問
題
と

し
て
論
じ
て
い
る
が
、
私
は
、
本
件
広

場
は
公
共
用
物
で
あ
り
、
地
方
自
治
法

２
４
４
条
２
項
に
い
う
公
の
施
設
な
い

し
こ
れ
に
準
ず
る
施
設
に
当
た
る
も
の

と
考
え
る
。
そ
の
理
由
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

ア
（
ア
）　

被
上
告
人
に
お
い
て
は
、

昭
和
45
年
６
月
19
日
に
「
金
沢
市
庁
舎

管
理
要
綱
」（
以
下
「
庁
舎
管
理
要
綱
」

と
い
う
。）
が
制
定
さ
れ
、こ
れ
に
よ
っ

て
金
沢
市
長
の
管
理
す
る
庁
舎
等
の
管

理
の
大
綱
が
定
め
ら
れ
た
が
、
旧
広
場

（
平
成
29
年
３
月
21
日
に
本
件
広
場
が

供
用
開
始
さ
れ
る
の
に
先
立
っ
て
行
わ

れ
た
改
修
工
事
の
前
の
広
場
を
指
す
。

業
の
執
行
に
支
障
」
と
は
、
旧
広
場
を

破
壊
な
い
し
毀
損
し
た
り
、
騒
音
・
振

動
等
に
よ
り
被
上
告
人
の
事
務
又
は
事

業
の
遂
行
に
支
障
を
与
え
た
り
、
長
時

間
に
わ
た
る
独
占
的
使
用
に
よ
り
旧
広

場
を
基
本
的
に
一
般
市
民
の
自
由
使
用

に
供
す
る
と
い
う
目
的
に
大
き
な
支
障

が
生
じ
た
り
、
集
会
参
加
者
が
多
く
隣

接
す
る
道
路
に
参
加
者
が
溢
れ
出
て
交

通
に
支
障
を
及
ぼ
し
た
り
す
る
よ
う
な

場
合
を
意
味
す
る
と
解
す
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

（
イ
）
そ
の
後
、
平
成
23
年
９
月
30

日
に
本
件
規
則
が
制
定
さ
れ
、
そ
れ
に

伴
い
庁
舎
管
理
要
綱
が
廃
止
さ
れ
た
と

う
か
が
わ
れ
る
が
、
本
件
規
則
に
は
、

旧
広
場
を
適
用
除
外
と
す
る
旨
が
明
記

さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
関
し
、
本

件
規
則
が
従
前
の
方
針
を
変
更
し
、
旧

広
場
に
も
、
被
上
告
人
の
本
庁
舎
に
係

る
建
物
等
と
同
様
に
本
件
規
則
を
適
用

す
る
趣
旨
で
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
本

件
規
則
制
定
時
に
庁
舎
管
理
要
綱
を
廃

止
す
る
の
と
併
せ
て
、
広
場
管
理
要
綱

も
廃
止
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。し
か
し
、

広
場
管
理
要
綱
は
そ
の
ま
ま
存
続
し
た

の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

以
下
同
じ
。）
が
昭
和
58
年
７
月
１
日

に
完
成
し
た
た
め
、
庁
舎
管
理
要
綱
と

は
別
に
、
旧
広
場
の
管
理
に
つ
い
て
、

「
金
沢
市
庁
舎
前
広
場
管
理
要
綱
」（
以

下
「
広
場
管
理
要
綱
」
と
い
う
。）
が

定
め
ら
れ
、
こ
れ
に
伴
い
、
旧
広
場
の

管
理
に
つ
い
て
は
庁
舎
管
理
要
綱
の
適

用
除
外
と
す
る
旨
の
規
定
が
庁
舎
管
理

要
綱
に
追
加
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
旧

広
場
に
つ
い
て
は
、
広
場
管
理
要
綱
に

従
い
管
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
広
場
管
理
要
綱
で
は
、「
庁

舎
前
広
場
は
、
本
市
の
事
務
又
は
事
業

の
執
行
に
支
障
の
な
い
範
囲
内
で
、
原

則
と
し
て
、
午
前
８
時
か
ら
午
後
９
時

ま
で
の
間
、
市
民
の
利
用
に
供
さ
せ
る

も
の
と
す
る
。」（
３
条
）
と
定
め
ら
れ

た
。
こ
の
こ
と
は
、
旧
広
場
を
被
上
告

人
の
事
務
又
は
事
業
の
執
行
に
支
障
の

な
い
範
囲
で
市
民
の
自
由
使
用
に
供
さ

れ
る
広
場
と
し
て
位
置
付
け
る
趣
旨
で

あ
る
と
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
旧
広

場
は
、
被
上
告
人
の
本
庁
舎
に
係
る
建

物
等
（
公
用
物
）
と
区
別
さ
れ
た
公
共

用
物
と
し
て
一
般
の
利
用
に
供
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
広
場
管
理
要

綱
３
条
に
い
う
「
本
市
の
事
務
又
は
事

旧
広
場
は
、
被
上
告
人
の
本
庁
舎
に
係

る
建
物
の
敷
地
で
は
あ
る
も
の
の
、
直

接
公
共
の
用
に
供
す
る
も
の
に
当
た
る

こ
と
と
な
っ
て
、
本
件
規
則
に
よ
る
管

理
の
対
象
で
あ
る
「
庁
舎
等
」
か
ら
除

か
れ
る
こ
と
と
な
り
（
本
件
規
則
２

条
）、
旧
広
場
に
は
、
引
き
続
き
広
場

管
理
要
綱
が
適
用
さ
れ
て
い
た
と
解
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
ウ
）
さ
ら
に
、
そ
の
後
、
旧
広
場

の
改
修
工
事
が
平
成
27
年
度
か
ら
開
始

さ
れ
、
改
修
工
事
の
後
の
本
件
広
場
が

同
29
年
３
月
21
日
に
供
用
開
始
さ
れ
、

同
日
に
本
件
規
則
５
条
12
号
と
６
条
１

項
が
改
正
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
改

正
は
、
従
前
の
運
用
を
明
確
に
す
る
趣

旨
の
も
の
で
あ
っ
て
、
実
質
的
な
改
正

で
は
な
い
も
の
と
解
さ
れ
る
。そ
し
て
、

本
件
規
則
２
条
は
改
正
さ
れ
て
い
な
い

の
で
、
上
記
改
正
後
に
お
い
て
も
、
同

条
の
「
庁
舎
等
」
に
は
、「
直
接
公
共

の
用
に
供
す
る
も
の
」
は
含
ま
れ
な
い

と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

し
か
る
と
こ
ろ
、
本
件
広
場
は
、
従

前
以
上
に
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て

利
用
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
整
備

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
う
か
が
わ
れ



自治体法務研究 2023・夏◆ 122

る
。
実
際
に
、本
件
広
場
に
お
い
て
は
、

集
会
等
の
た
め
の
許
可
使
用
も
行
わ
れ

て
い
る
の
で
あ
り
（
多
数
意
見
第
１
の

３
（
１
）
も
参
照
）、
こ
の
こ
と
は
、

本
件
規
則
が
適
用
さ
れ
た
場
合
に「
旗
、

の
ぼ
り
、
プ
ラ
カ
ー
ド
、
立
看
板
等
を

持
ち
込
む
行
為
」
が
原
則
と
し
て
禁
止

さ
れ
る
こ
と
（
本
件
規
則
５
条
３
号
）

と
は
適
合
し
な
い
。

ま
た
、
本
件
広
場
が
、
市
庁
舎
「
内
」

の
広
場
で
は
な
く
、
市
庁
舎
「
前
」
の

広
場
で
あ
り
、
庁
舎
に
隣
接
し
て
い
る

と
は
い
え
、
壁
や
塀
で
囲
わ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
南
北
約
60
ｍ
、
東
西

約
50
ｍ
の
平
ら
な
空
間
で
あ
り
、「
広

場
」
と
い
う
名
称
で
あ
る
こ
と
か
ら
も

う
か
が
え
る
よ
う
に
、
本
件
広
場
は
、

原
判
決
が
い
う
よ
う
に
来
庁
者
及
び
職

員
の
往
来
に
供
さ
れ
る
こ
と
も
予
定
さ

れ
た
施
設
で
あ
る
と
は
い
え
、
そ
の
こ

と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
施
設
で
あ
る

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
本
件

広
場
が
、
公
共
用
物
と
し
て
の
性
格
を

失
っ
た
な
ど
と
は
到
底
い
え
な
い
。

（
エ
）
し
た
が
っ
て
、
本
件
広
場
は
、

本
件
規
則
２
条
の
「
庁
舎
等
」
に
含
ま

場
が
広
い
意
味
で
の
庁
舎
に
含
ま
れ
る

と
し
て
も
、
本
件
広
場
を
公
共
用
物
と

解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
上
記
ア

の
検
討
は
左
右
さ
れ
な
い
こ
と
を
指
摘

し
て
お
き
た
い
。

そ
も
そ
も
、
公
用
物
と
公
共
用
物
の

区
別
は
、
常
に
截
然
と
で
き
る
わ
け
で

は
な
い
。
一
口
に
庁
舎
と
い
っ
て
も
、

宮
内
庁
の
庁
舎
の
よ
う
に
国
民
が
訪
れ

る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
も
の
か
ら
、

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
の
謄
抄
本
な
ど

を
発
行
す
る
市
区
町
村
の
出
張
所
の
よ

う
に
広
く
住
民
が
利
用
す
る
も
の
ま
で

様
々
で
あ
る
。
ま
た
、
公
立
学
校
は
公

共
用
物
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

が
、
学
校
施
設
は
、
当
該
学
校
の
生
徒

に
対
す
る
教
育
の
た
め
の
も
の
で
あ

り
、
当
該
学
校
の
教
職
員
又
は
生
徒
以

外
の
者
が
自
由
に
利
用
で
き
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
道
路
や
公
園
の
よ
う
に

何
人
で
も
自
由
に
利
用
で
き
る
公
共
用

物
と
は
性
格
を
大
き
く
異
に
す
る
。
こ

の
よ
う
に
、
公
用
物
や
公
共
用
物
の
性

格
に
は
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
単

純
な
二
分
法
を
解
釈
論
上
の
道
具
概
念

と
し
て
用
い
る
こ
と
に
は
疑
問
が
あ

る
。

さ
ら
に
、
公
用
物
の
場
所
や
時
間
を

限
定
し
て
公
共
用
物
と
し
て
利
用
す
る

こ
と
は
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
例
え
ば
、
庁
舎
に
係
る
建
物
の

最
上
階
を
展
望
室
に
し
て
、
一
般
に
開

放
し
て
い
る
例
が
あ
る
が
、
こ
の
場
合

の
最
上
階
は
、
公
用
物
と
い
う
よ
り
公

共
用
物
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
利
用
者
の

範
囲
が
限
定
さ
れ
た
公
共
用
物
を
場
所

と
時
間
を
限
定
し
て
一
般
に
開
放
す
る

取
組
も
進
め
ら
れ
て
き
た
。
公
立
学
校

の
施
設
に
つ
い
て
も
、
校
庭
を
休
日
に

限
定
し
て
一
般
に
開
放
す
る
こ
と
は
珍

し
く
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う

な
場
合
の
休
日
に
お
け
る
校
庭
は
、
公

園
と
同
じ
機
能
を
果
た
し
て
い
る
と

い
っ
て
よ
い
。
こ
の
例
の
よ
う
に
、
公

用
物
や
利
用
者
の
限
定
さ
れ
た
公
共
用

物
で
あ
っ
て
も
、
空
間
的
・
時
間
的
分

割
に
よ
り
、
広
く
一
般
が
利
用
可
能
な

公
共
用
物
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
あ

る
。本

件
広
場
を
含
め
た
（
広
義
の
）
庁

舎
に
つ
い
て
も
、
本
件
広
場
に
空
間
を

限
定
し
、
か
つ
、
休
日
等
、
騒
音
等
に

よ
り
市
の
公
務
に
支
障
を
与
え
な
い
範

囲
で
公
共
用
物
と
し
て
の
利
用
が
行
わ

れ
ず
、
公
の
施
設
と
し
て
地
方
自
治
法

２
４
４
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る

か
、
又
は
公
の
施
設
に
準
ず
る
施
設
と

し
て
、
同
条
の
類
推
適
用
を
受
け
る
と

解
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
上
記
の
判
断
を
前
提
と
す
る

と
、
本
来
、
被
上
告
人
は
、
本
件
広
場

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
制

定
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
（
地
方
自
治
法
２
４
４
条
の
２
第

１
項
）、
本
件
広
場
に
つ
い
て
は
、
そ

の
よ
う
な
条
例
は
制
定
さ
れ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
公
の
施
設
で
あ
る
か
否

か
は
、
設
置
者
の
主
観
的
意
思
の
み
で

定
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
当
該
施
設
の

構
造
や
そ
の
実
際
の
利
用
状
況
も
踏
ま

え
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、

上
記
の
よ
う
な
条
例
が
制
定
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
に
よ
り
判
断
が
左
右
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
は
な
い
。

イ　

こ
れ
に
対
し
、
原
判
決
は
、
公

用
物
と
公
共
用
物
の
二
分
法
を
と
り
、

本
件
広
場
は
、
公
用
物
で
あ
る
庁
舎
等

の
一
部
で
あ
る
か
ら
、
公
共
用
物
で
あ

る
公
の
施
設
に
当
た
ら
な
い
旨
判
示
し

て
い
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
仮
に
本
件
広
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れ
て
き
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

以
上
の
と
お
り
で
あ
る
か
ら
、
公
用

物
は
公
用
物
と
し
て
し
か
利
用
し
得
な

い
と
い
う
論
理
は
、
行
政
の
実
態
と
も

適
合
し
て
お
ら
ず
、
本
件
広
場
の
利
用

の
実
態
等
を
十
分
に
吟
味
せ
ず
に
、
本

件
広
場
へ
の
本
件
規
則
の
適
用
を
前
提

と
す
る
こ
と
に
は
賛
同
し
難
い
。

（
２
）
上
記
上
告
理
由
に
つ
い
て
の

判
断
の
結
論

以
上
に
よ
れ
ば
、
本
件
広
場
に
つ
い

て
は
、
本
件
規
則
が
適
用
さ
れ
る
余
地

は
な
い
か
ら
、
上
記
上
告
理
由
に
係
る

論
旨
は
そ
の
前
提
を
欠
く
も
の
で
あ

り
、
民
訴
法
３
１
２
条
１
項
及
び
２
項

に
規
定
す
る
事
由
の
い
ず
れ
に
も
該
当

し
な
い
。

２　

職
権
に
よ
る
検
討

以
上
を
前
提
と
し
た
上
で
、
本
件
の

事
案
に
鑑
み
、
更
に
進
ん
で
、
職
権
に

よ
り
原
判
決
を
破
棄
す
べ
き
事
由
の
有

無
に
つ
き
検
討
す
る
。

本
件
広
場
は
、
公
の
施
設
と
し
て
の

性
格
を
有
し
て
お
り
、
集
会
の
た
め
の

使
用
は
、
そ
の
目
的
に
沿
っ
た
使
用
で

あ
る
か
ら
、
本
件
で
は
、
最
高
裁
平
成

元
年
（
オ
）
第
７
６
２
号
同
７
年
３
月

れ
、
公
共
の
安
全
が
損
な
わ
れ
る
危
険

を
回
避
し
、
防
止
す
る
こ
と
の
必
要
性

が
集
会
の
自
由
を
保
障
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
優
越
し
て
い
る
場
合
で
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
か
つ
、
そ
の
危
険
性
の
程

度
と
し
て
は
、
単
に
危
険
な
事
態
を
生

ず
る
蓋
然
性
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は

足
り
ず
、
明
ら
か
に
差
し
迫
っ
た
危
険

の
発
生
が
具
体
的
に
予
見
さ
れ
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

上
記
申
請
は
、
平
成
29
年
５
月
３
日

12
時
か
ら
14
時
ま
で
（
集
会
は
13
時
か

ら
13
時
半
ま
で
の
30
分
程
度
）、
憲
法

施
行
70
周
年
集
会
を
約
３
０
０
人
で
行

う
こ
と
に
係
る
許
可
を
求
め
る
も
の
で

あ
っ
た
。
約
３
０
０
人
と
い
う
人
数
が

本
件
広
場
の
収
容
能
力
を
超
え
る
と

か
、
本
件
広
場
に
物
理
的
支
障
を
与
え

る
よ
う
な
も
の
と
は
い
え
ず
、
人
数
面

で
不
許
可
と
す
る
理
由
は
な
い
と
考
え

ら
れ
る
。
実
際
、
被
上
告
人
か
ら
も
、

本
件
集
会
に
よ
る
物
理
的
支
障
は
全
く

主
張
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
本
件
集

会
が
予
定
さ
れ
て
い
た
の
は
祝
日
で
あ

る
か
ら
、
被
上
告
人
の
執
務
に
影
響
を

与
え
る
こ
と
は
な
い
。

ま
た
、
過
去
に
お
い
て
、
本
件
広
場

７
日
第
三
小
法
廷
判
決
・
民
集
49
巻
３

号
６
８
７
頁
（
以
下
「
泉
佐
野
市
民
会

館
事
件
最
高
裁
判
決
」
と
い
う
。）
の

基
準
に
従
っ
て
、
地
方
自
治
法
２
４
４

条
２
項
の
「
正
当
な
理
由
」
の
存
否
が

判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
こ
で
、
上
告
人
守
る
会
に
よ

る
本
件
規
則
６
条
１
項
所
定
の
許
可
の

申
請
に
対
し
て
金
沢
市
長
が
平
成
29
年

４
月
14
日
に
し
た
不
許
可
処
分（
以
下
、

本
反
対
意
見
に
お
い
て
は
「
本
件
不
許

可
処
分
」
と
い
う
。）
に
関
し
、
上
記

基
準
に
照
ら
し
て
「
正
当
な
理
由
」
が

あ
る
と
い
う
余
地
が
あ
る
か
否
か
に
つ

い
て
検
討
す
る
。
な
お
、
広
場
管
理
要

綱
が
廃
止
さ
れ
た
後
は
、
本
件
広
場
の

使
用
許
可
申
請
に
つ
い
て
の
審
査
基
準

が
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
た
め
、
地
方
自
治
法
２
４
４
条
２

項
の
「
正
当
な
理
由
」
の
有
無
に
つ
い

て
は
個
別
事
案
ご
と
に
判
断
す
る
ほ
か

な
い
。

泉
佐
野
市
民
会
館
事
件
最
高
裁
判
決

の
判
示
を
前
提
と
す
れ
ば
、
公
の
施
設

に
お
け
る
集
会
の
不
許
可
に
つ
き
「
正

当
な
理
由
」が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、

人
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
が
侵
害
さ

で
特
定
の
政
策
を
主
張
す
る
集
会
が
許

可
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
被
上
告
人

に
苦
情
・
抗
議
が
寄
せ
ら
れ
た
実
例
が

あ
る
と
い
う
主
張
が
被
上
告
人
か
ら
な

さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
本
件
集
会
を

許
可
す
る
こ
と
に
対
す
る
被
上
告
人
へ

の
苦
情
・
抗
議
の
お
そ
れ
は
、
過
去
の

実
例
に
基
づ
く
具
体
的
な
も
の
で
は
な

い
。結

局
、
本
件
広
場
を
本
件
集
会
の
た

め
に
使
用
す
る
こ
と
を
不
許
可
に
し
た

理
由
は
、
も
し
本
件
集
会
を
許
可
し
た

場
合
、
被
上
告
人
が
本
件
集
会
の
内
容

を
支
持
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
本
件
集

会
を
行
う
者
を
利
し
て
い
る
な
ど
と
考

え
る
市
民
が
、
被
上
告
人
の
中
立
性
に

疑
問
を
持
ち
、
被
上
告
人
に
対
し
て
抗

議
を
し
た
り
、
被
上
告
人
に
非
協
力
的

な
態
度
を
と
っ
た
り
し
て
、
被
上
告
人

の
事
務
又
は
事
業
に
支
障
が
生
ず
る
抽

象
的
な
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に

尽
き
る
。
し
か
し
、
次
の
と
お
り
、
そ

の
よ
う
な
理
由
は
、「
正
当
な
理
由
」

に
は
当
た
り
得
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か

ら
、本
件
不
許
可
処
分
は
違
法
で
あ
り
、

こ
れ
と
異
な
る
原
審
の
判
断
に
は
地
方

自
治
法
２
４
４
条
の
解
釈
適
用
を
誤
っ
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た
違
法
が
あ
り
、
判
決
に
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
が
明
ら
か
な
法
令
の
違
反
が
あ

る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
、
原
判

決
は
破
棄
を
免
れ
な
い
。

（
１
）
一
般
職
の
公
務
員
に
よ
る
法

の
執
行
に
政
治
的
中
立
性
が
要
請
さ
れ

る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
首
長
や
議

員
は
、
特
定
の
政
策
の
実
現
を
公
約
し

て
選
挙
運
動
を
行
い
当
選
し
て
い
る
の

で
あ
り
、
市
長
や
市
議
会
議
員
が
立
案

し
て
実
行
す
る
政
策
が
政
治
的
に
中
立

で
あ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。そ
し
て
、

市
民
の
中
に
は
、
様
々
な
意
見
を
持
つ

者
が
お
り
、
被
上
告
人
の
政
策
に
不
信

感
を
持
つ
者
も
当
然
存
在
す
る
は
ず
で

あ
り
、
被
上
告
人
に
対
し
て
抗
議
を
し

た
り
、
被
上
告
人
に
協
力
し
た
く
な
い

と
考
え
た
り
す
る
者
も
い
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
そ
の
よ
う
に
被
上
告
人
の
政

策
に
批
判
的
な
市
民
が
存
在
し
、
実
際

に
被
上
告
人
の
政
策
を
批
判
す
る
こ
と

自
体
は
、
民
主
主
義
国
家
と
し
て
健
全

な
現
象
と
い
え
、
そ
れ
を
否
定
的
に
と

ら
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
も
と
よ
り
、

仮
に
、
そ
の
よ
う
な
市
民
の
中
に
、
常

軌
を
逸
し
た
抗
議
を
行
っ
た
り
、
被
上

告
人
の
事
務
又
は
事
業
を
妨
害
し
た
り

象
的
な
理
由
に
よ
る
不
許
可
処
分
が
正

当
な
理
由
を
欠
く
と
い
わ
ざ
る
を
得
な

い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
３
）
市
民
会
館
の
よ
う
に
公
の
施

設
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
施
設
の
使

用
を
許
可
さ
れ
た
上
で
行
わ
れ
る
集
会

の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
被
上
告
人
が
当

該
集
会
で
発
せ
ら
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

支
援
し
て
い
る
と
誤
解
し
て
苦
情
を
申

し
立
て
た
り
抗
議
を
し
た
り
す
る
者
が

生
ず
る
可
能
性
は
抽
象
的
に
は
存
在
す

る
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
壁
も
塀
も
な

く
屋
外
の
道
路
と
つ
な
が
っ
た
本
件
広

場
よ
り
も
、
被
上
告
人
の
施
設
で
あ
る

こ
と
が
明
白
な
市
民
会
館
内
の
集
会
の

方
が
、
被
上
告
人
が
支
援
し
て
い
る
と

い
う
誤
解
が
生
じ
や
す
い
と
い
え
な
く

も
な
い
。

し
か
し
、
公
の
施
設
で
あ
る
こ
と
が

明
白
な
市
民
会
館
に
お
け
る
使
用
許
可

に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ

る
不
許
可
処
分
が
地
方
自
治
法
２
４
４

条
２
項
に
違
反
し
許
さ
れ
な
い
こ
と
は
、

泉
佐
野
市
民
会
館
事
件
最
高
裁
判
決
や

最
高
裁
平
成
５
年
（
オ
）
第
１
２
８
５

号
同
８
年
３
月
15
日
第
二
小
法
廷
判

決
・
民
集
50
巻
３
号
５
４
９
頁
（
上
尾

市
福
祉
会
館
事
件
判
決
）
の
趣
旨
に
照

ら
し
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
、
な
ぜ
市
民
会
館
で
は

到
底
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
な
不
許
可
理

由
が
、
住
民
の
自
由
使
用
に
供
さ
れ
、

集
会
の
た
め
の
許
可
も
相
当
数
認
め
ら

れ
て
き
た
本
件
広
場
に
お
け
る
集
会
に

係
る
不
許
可
理
由
た
り
得
る
の
か
と
い

う
疑
問
を
深
め
る
こ
と
に
な
る
。

３　

予
備
的
な
見
解

本
件
に
つ
い
て
の
私
見
は
以
上
の
と

お
り
で
あ
る
が
、
念
の
た
め
に
本
件
広

場
に
本
件
規
則
が
適
用
さ
れ
る
と
の
多

数
意
見
の
理
解
を
前
提
と
し
た
予
備
的

な
検
討
も
加
え
て
お
く
と
、
上
記
理
解

を
前
提
と
し
て
も
、
い
わ
ゆ
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
論
に
基
づ
い
た

次
の
理
由
に
よ
り
、
本
件
広
場
に
お
け

る
集
会
に
係
る
行
為
に
対
し
本
件
規
定

を
適
用
す
る
こ
と
は
憲
法
21
条
１
項
に

違
反
し
て
お
り
（
多
数
意
見
の
第
２
と

は
異
な
る
結
論
と
な
る
。）、
し
た
が
っ

て
本
件
規
定
を
本
件
広
場
に
お
け
る
集

会
に
係
る
不
許
可
理
由
と
し
て
援
用
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
と
な
る
。
そ

う
す
る
と
、
原
審
の
判
断
に
は
憲
法
の

解
釈
適
用
を
誤
っ
た
違
法
が
あ
り
、
判

す
る
者
が
い
れ
ば
、
民
事
訴
訟
を
提
起

し
た
り
、
不
退
去
罪
、
威
力
業
務
妨
害

罪
、
公
務
執
行
妨
害
罪
等
に
該
当
す
る

と
し
て
公
訴
の
提
起
を
求
め
た
り
す
る

な
ど
の
対
応
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ

と
に
な
る
が
、
そ
の
よ
う
な
極
端
な
場

合
が
抽
象
的
に
あ
り
得
る
こ
と
を
理
由

と
し
て
、
本
件
広
場
の
使
用
を
許
可
せ

ず
、集
会
の
自
由
を
制
限
す
る
こ
と
は
、

角
を
矯
め
て
牛
を
殺
す
も
の
と
い
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

（
２
）
被
上
告
人
が
協
賛
し
た
り
後

援
し
た
り
す
る
行
事
に
つ
い
て
も
、
被

上
告
人
の
中
立
性
に
疑
念
を
持
ち
、
被

上
告
人
に
対
し
て
苦
情
を
申
し
立
て
た

り
、
抗
議
し
た
り
す
る
者
が
い
る
可
能

性
は
否
め
な
い
と
こ
ろ
、
そ
の
よ
う
な

可
能
性
が
あ
る
行
為
を
被
上
告
人
は
行

う
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ

ば
、
被
上
告
人
は
行
事
の
協
賛
・
後
援

を
一
切
行
う
べ
き
で
は
な
く
、
ま
た
、

集
会
の
許
可
は
一
切
す
べ
き
で
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
が
、
そ
の

よ
う
な
結
論
が
妥
当
で
な
い
こ
と
は
当

然
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
不
特
定

の
者
が
被
上
告
人
の
中
立
性
に
疑
念
を

抱
く
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
抽
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決
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
明
ら
か
な

法
令
の
違
反
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得

な
い
か
ら
、
原
判
決
は
破
棄
を
免
れ
な

い
。本

件
広
場
は
、
前
述
し
た
よ
う
な
形

状
、
位
置
及
び
利
用
の
実
態
に
鑑
み
れ

ば
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し

て
の
実
質
を
有
す
る
と
い
え
る
。
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
け
る
集
会

で
な
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
発
言
内
容

を
理
由
に
不
許
可
に
す
る
こ
と
は
言
論

の
自
由
の
事
前
抑
制
に
な
る
の
で
、
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
目
的
と
し
た
り
、
特

定
の
個
人
に
対
す
る
名
誉
毀
損
や
侮
辱

と
い
う
犯
罪
が
行
わ
れ
た
り
す
る
明
白

な
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
で
な
け
れ
ば
、

原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な

い
。
こ
の
よ
う
に
、
集
会
の
内
容
に
よ

る
規
制
を
行
う
場
合
に
は
、
や
む
に
や

ま
れ
ぬ
利
益
が
認
め
ら
れ
、
当
該
利
益

を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
が
目
的
達
成

の
た
め
に
合
理
的
に
限
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
被
上
告
人
に
よ
り
立
証
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
る
と
こ
ろ
、

本
件
規
定
が
念
頭
に
置
い
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
よ
う
な
抽
象
的
な
支
障
（
多

数
意
見
第
２
の
１
参
照
）
に
よ
る
不
許

た
り
、
被
上
告
人
に
非
協
力
的
に
な
っ

た
り
し
て
、
被
上
告
人
の
事
務
又
は
事

業
に
支
障
を
生
じ
さ
せ
る
よ
う
な
市
民

を
一
般
的
市
民
と
し
て
措
定
し
、
高
度

に
パ
タ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
規
制
を

行
う
こ
と
に
つ
き
、
憲
法
21
条
が
保
障

す
る
集
会
の
自
由
に
対
す
る
制
約
と
し

て
正
当
化
す
る
こ
と
は
困
難
と
思
わ
れ

る
。４　

結
語

以
上
に
述
べ
た
と
お
り
、
本
件
広
場

が
公
の
施
設
に
該
当
す
る
と
の
私
見
に

よ
っ
て
も
、
本
件
広
場
に
本
件
規
則
が

適
用
さ
れ
る
と
の
多
数
意
見
の
理
解
を

前
提
と
し
て
も
、
原
判
決
は
破
棄
を
免

れ
な
い
。
そ
し
て
、
国
家
賠
償
法
上
の

違
法
性
及
び
損
害
額
等
に
つ
い
て
更
に

審
理
を
尽
く
さ
せ
る
た
め
、
本
件
を
原

審
に
差
し
戻
す
の
が
相
当
で
あ
る
。

（
裁
判
長
裁
判
官　

長
嶺
安
政　

裁

判
官　

宇
賀
克
也　

裁
判
官　

林
道
晴

裁
判
官　

渡
邉
惠
理
子　

裁
判
官　

今

崎
幸
彦
）

可
を
認
め
れ
ば
、
そ
の
時
々
の
市
長
の

政
治
信
条
次
第
で「
見
解
に
よ
る
差
別
」

を
認
め
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
の
で

あ
っ
て
、
本
件
規
定
に
該
当
す
る
こ
と

が
立
証
さ
れ
た
と
し
て
も
、
や
む
に
や

ま
れ
ぬ
利
益
が
被
上
告
人
に
よ
り
立
証

さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
得
な
い
と
考
え

ら
れ
る
。
現
に
、
本
件
広
場
に
お
け
る

集
会
の
た
め
の
許
可
申
請
に
対
す
る
判

断
の
状
況（
多
数
意
見
の
第
１
の
３（
１
）

参
照
）
か
ら
は
、
特
定
の
政
策
等
を
訴

え
る
集
会
に
対
す
る
許
否
の
運
用
が
一

貫
し
て
い
な
い
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る

も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
ず
、
こ
の
こ
と

か
ら
は
、
上
述
し
た
よ
う
な
「
見
解
に

よ
る
差
別
」
が
生
ず
る
こ
と
が
危
惧
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
集
会
の
自
由
は
、
情
報

を
受
け
る
市
民
の
自
律
的
判
断
へ
の
信

頼
を
基
礎
と
し
て
、
様
々
な
意
見
が
自

由
に
流
通
す
る
こ
と
に
よ
り
、
思
想
の

自
由
市
場
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

す
る
も
の
で
あ
る
。
市
民
の
集
会
の
内

容
に
つ
い
て
被
上
告
人
自
身
が
そ
の
内

容
を
協
賛
・
後
援
し
て
い
る
と
誤
解
し
、

被
上
告
人
が
説
明
を
行
っ
て
も
そ
の
誤

解
が
解
け
ず
、
被
上
告
人
に
抗
議
を
し


